
令和7 年 月 日

9 時 30 分から 18 時 30 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
株式会社Reafの想い
R：rehabilitation(リハビリテーション)　e：enjoy(エンジョイ)　a：approach(アプローチ)　f：family(ファミリー)
4つの理念を基に、地域コミュニティに寄り添いながら、ひとりひとりのお子様の個性を引き出す療育支援を目指します。

事業所名 ポニーナ八千代高津 作成日支援プログラム（参考様式）

・１日のスケジュールの視覚化をして時間の認知形成
・数、分類、時間、四則演算、図形、重さ等の概念獲得のための学習プリントの実施
・指示書を用いての視覚支援
・活動や遊びを通して偏った認知による行動を、適切な認知によって行動できるように適宜軌道修正を実施

・適宜状況や利用児童の気持ちに応じて適切な意思表示や言語表出ができるよう支援
・帰りの会にて１日の振り返りを行い発表(誰と遊んだか、頑張ったこと、楽しかったこと等)
・集団活動を通して役割分担や作戦会議などの機会を設け、自分の気持ちや考えの言語化を行うと共に他者とのコミュニケーションの練習の場を設定
・帰りの会にて読み聞かせを行い、物語を通して様々な言葉や表現に触れる
・読み、書き能力向上のための学習支援
・絵カードや図鑑等を用いた発語トレーニング
・小集団での共通点探しや他己紹介などのコミュニケーションプログラムやディスカッション形式のグループワーク等の実施

・職員との信頼関係を構築し、その関係性を基盤として療育・支援の実施
・集団活動を通して説明を聞く、ルールを守る、順番を守る、整列する等の社会行動訓練
・活動を通しての役割分担を行い、自他の役割を理解をし自身の役割を全うする体験
・勝敗のあるゲームや活動を通しての勝敗に対しての受容
・おやつ時に疑似買い物体験及び昼食の買い物体験
・自由時間での遊びを通して遊びに誘ったり、遊び仲間を作る練習を行い、小集団での遊びやゲームを通して人とのかかわり方や接し方を学ぶ
・活動や遊びを通して自分の主張に固執せず、相手の話や意見を聞き入れ、自分の気持ちや意見と他者との調整や折り合いをつける練習
・感情の高ぶり等の際に、クールダウンの環境設定や気持ちの言語化等を行い、気持ちの消化や感情コントロール等の練習

支援方針
５領域を含めた総合的な支援を行い、日常生活における基本的動作及び知識技能を習得し、並びに集団生活に適応する事ができるよう、児童が身体及び精神の状況並びにその置かれている
環境に応じて適切かつ効果的な指導及び訓練を行います。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

支　援　内　容

・毎日の検温や日常の健康観察による健康状態の把握、毎日の利用児童とのかかわりから心身の変化の把握
・活動スペース、学習スペース、静養室等の明確な区分けを行い、構造化した生活環境の設定
・基本的生活スキル(食事、着替え、排泄、身辺整理、片付け等)の獲得および自立のサポート
・１日のスケジュールの固定化及び視覚化することにより、基本的生活リズムの習慣化のサポートをするとともに、見通しを持って過ごせるよう支援

・上肢の筋力や操作性向上及び力加減の調整を目的とした運動プログラム（ドッジボール、キャッチボール、ボール運び、カルタ、卓球、風船バレー、的入れ等）
・下肢の筋力や操作性向上及び体力や身体移動能力向上を目的とした運動プログラム（各種おにごっこ、リレー、サッカー、ウォーキング等）
・全身の筋力、操作性、連動性、瞬発性の向上を目的とした全身運動プログラム（縄跳び、綱引き、ボルタリング、ひっくりかえしゲーム、二人三脚、ボール集め等）
・姿勢保持のための体幹運動(トランポリン、バランスボール、バランスゲーム、タオル相撲、体操等)、及び必要に応じての補助具の使用
・手先の巧緻性向上のため微細運動訓練として工作や手芸活動(ビーズ製作、裁縫製作、モザイクアート等)
・聴覚、視覚、聴覚を活用した活動や遊びの実施
・感覚過敏や鈍麻の児童に配慮した環境設定や個別活動の実施

本
人
支
援



主な行事等

【SSTイベント】買い物体験、消防署見学、ポニーナクエスト(社会性グループワークイベント)、工場見学、プラネタリウム鑑賞
【運動・感覚イベント】運動会、昔遊び、ボーリング、バルーンアート
【健康・生活イベント】おにぎり作り
【認知・行動イベント】科学実験イベント（静電気、水に浮く絵、空気砲、音の伝達）
【その他外出イベント】佐倉草ぶえの丘、實籾本郷公園、手賀の丘公園、佐倉くさぶえの丘、白井総合公園、デイキャンプ体験(船橋県民の森)
※土曜、祝日、学校の長期休暇時に実施

家族支援
・定期的な面談の実施
・子育てやご家庭での悩み、発達状況や特性の理解に向けた相談援助
・延長サービス

移行支援
・学校や関係機関との情報交換等
・進路先選定についての相談援助等
・進路や移行先を見通した支援内容の検討

地域支援・地域連携
・地域の公園等にて活動を実施し、地域との交流を図る
・地域商店への買い物体験等

職員の質の向上

・OJTによる児童対応等についての新人職員育成
・随時ケース会議を実施し対応方法検討及び療育の方向性の統一
・虐待防止(身体拘束)、強度行動障害等の研修参加
・その他資格取得研修への参加(児発管基礎研修等)
・積極的に外部研修の情報提供をし、希望者の受講機会の確保


